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2月24日㈰は大分市議会議員選挙です2月24日㈰は大分市議会議員選挙です2月24日㈰は大分市議会議員選挙です

こどもルームに遊びにきませんか

エスペランサ・コレジオ学生募集
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お問い合わせ　選挙管理委員会事務局　☎537-5652

・日本国民であること
・満20歳以上であること(平成5年2月25日までに生まれた人)
・平成24年11月16日までに大分市に転入の届け出をし、引き続
き住んでいる人

※投票の資格がある人に入場整理券（はがき）を郵送します。
※市外に転出した人は、入場整理券が届いても投票できません。

2
月
24
日
㈰

大
分
市
議
会
議
員
選
挙

投票日に投票所に行けない人は
期日前投票制度、不在者投票制度をご利用ください

投票できる人

・入場整理券に記載していますので、ご確認ください。
※ペットを連れての入場はご遠慮ください。

投票所
　仕事や旅行などで投票日に投票に行くことができな
い場合、投票日より前に投票することができます。宣誓
書を提出したうえで、投票用紙を直接投票箱に入れる
ことになります。

◉指定施設での不在者投票
　県選挙管理委員会指定の病院・老人ホームなど
に入院または入所中の人は、その施設で不在者投
票ができます。
◉他市区町村での不在者投票
　出張などで市外に滞在している人も、滞在先の
市区町村で不在者投票をすることができます。本
市選挙管理委員会に『不在者投票請求書兼宣誓
書』で請求し、折り返し送られてきた投票用紙など
を持参して、滞在先市区町村の選挙管理委員会で
投票してください（投票時間は滞在先の市区町村
の選挙管理委員会の業務時間内です）。
　なお、この制度は郵送に期間を必要としますの
で早めに手続きをしてください。『不在者投票請求
書兼宣誓書』は市ホームページからダウンロードを
するか、本市選挙管理委員会に請求してください。

期日前投票

その他の不在者投票

①仕事や冠婚葬祭などで投票日に投票に行けない人

②旅行やレジャーなどで投票日に自分の投票区にいな
い人

③病気やけが、出産などで歩行が困難な人

※投票日までに20歳に達する人で、投票日前に投票しようと
する時点で19歳の場合は、選挙管理委員室（市役所第2庁
舎6階）で投票してください。

市役所第2庁舎6階大研修室・
鶴崎支所・大南支所・稙田支所・
大在支所・坂ノ市支所・佐賀関支所・
野津原支所・明野出張所

投票できる人

投票場所

投票場所 対　象

2月8日㈮までに転居の届け出をした人は、新しい住所地での投票
2月9日㈯以降に転居の届け出をした人は、前の住所地での投票

＊市内で転居した人の投票

＊投票所が変わる投票区

　平成24年12月3日以降、新たに資格を有する人を登録した
選挙人名簿をお見せします。

日時：2月17日㈰　午前8時30分～午後5時
場所：選挙管理委員会事務局（市役所第2庁舎6階）

＊
午
後
4
時
…
百
木
、伊
与
床 

＊
午
後
6
時
…
河
原
内
、野
津
原
第
5
〜
第
8
の
投
票
所

＊
午
後
7
時
…
上
戸
次
、広
内
、佐
賀
関
地
区
の
す
べ
て
、野
津
原
第
1
〜
第
4
の
投
票
所

市内全域の人

　身体に重度の障がいがあり、投票に行くことができ
ない人は郵送で投票できます。投票用紙を請求するに
は事前に「郵便等投票証明書」が必要です。

〈郵便等投票証明書の交付申請方法〉

　申請書に下記の各種手帳や被保険者証の写しを添えて、選

挙管理委員会に提出してください。郵送に期間を必要とします

ので、早めに手続きしてください。申請書は市ホームページから

ダウンロードするか、市選挙管理委員会に請求してください。

郵便等による不在者投票

　身体障害者手帳、戦傷病者手帳、介護保険の被保険
者証を所持していて、その障がいの程度が下記の要件
に該当する人

投票できる人

2月20日㈬〈必着〉まで投票用紙を
請求できる期限

両下肢・体幹・移動機能の障がい

免疫、肝臓の障がい

心臓・じん臓・呼吸器・ぼうこう・
直腸・小腸の障がい

1級または2級

1級から3級まで

1級または3級

■身体障害者手帳を所持している人

要介護状態区分 要介護5

■介護保険の被保険者証を所持している人

両下肢・体幹の障がい 特別項症から
第2項症まで

特別項症から
第3項症まで

■戦傷病者手帳を所持している人

心臓・じん臓・呼吸器・ぼうこう・
直腸・小腸・肝臓の障がい

郵便等による不在者投票における代理記載

　郵便等による不在者投票の対象者のうち、自書がで
きない人は、あらかじめ届け出た代理人が記載するこ
とができる制度です。

代理記載の対象となる人
①身体障害者手帳を所持していて、上肢または視覚の
障がいの程度が１級の人
②戦傷病者手帳を所持していて、上肢または視覚の障
がいの程度が特別項症から第2項症までの人

2月18日㈪～23日㈯　午前8時30分～午後8時投票期間・
時間

午
前
7
時
〜
午
後
8
時

投
票
時
間

◆
終
了
時
刻
の
繰
り
上
げ
投
票
所

大
切
な
一
票

　
　
必
ず
投
票
し
ま
し
ょ
う

投 票 区

明野北第1

横　　　尾

投 票 所

明野北小学校体育館

大東中学校体育館

　病気やけがなどで、自分で投票用紙に記入できない人は、投票所
の係員に申し出てください。係員の1人が代筆し、他の係員1人が立
ち会う代理投票ができます。
　投票の秘密は守られますので、安心して投票してください。

　候補者の経歴や政見（政治を行ううえでの意見や考え方）などを
掲載した選挙公報を投票日の前日までに各戸へ配布します。
　なお、市役所本庁舎1階案内所、第2庁舎6階大研修室、各支所、
明野出張所、各地区公民館にも置いています。

◎代理投票

　目の不自由な人で点字のできる人は、点字投票ができますので、
係員に申し出てください。点字器は各投票所に用意しています。点
字器を持参して投票することもできます。

◎点字投票

◎選挙公報を発行します
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子
育
て
の
輪
が
広
が
る

こ
ど
も
ル
ー
ム
に

　   
遊
び
に
き
ま
せ
ん
か

　児童育成クラブでは、就労などで保護者の帰りが遅くなる家

庭の小学1年生から3年生までの児童を預かります。

　24年度から30分長く利用できるようになりました。また、延

長預かり（有料）も始めましたので、ご利用ください。

　「
こ
ど
も
ル
ー
ム
」は
、親
子
が
自
由
に
遊
び
交
流
す
る
場
を
提
供

す
る
こ
と
で
、子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
と
子
育
て
中
の
家
庭
を
支

援
す
る
施
設
で
す
。

　
市
内
に
10
か
所
あ
り
、お
も
ち
ゃ
や
絵
本
な
ど
を
配
置
し
て
い
ま

す
。ま
た
施
設
ご
と
に
、こ
ど
も
ル
ー
ム
の
職
員
や
地
域
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
よ
る
読
み
聞
か
せ
や
ダ
ン
ス
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
活
動
も

行
っ
て
い
ま
す
。

　
自
由
に
来
て
、自
由
に
遊
ぶ
中
で
、子
ど
も
同
士
や
親
同
士
の
つ

な
が
り
も
つ
く
っ
て
い
け
る
こ
と
が
こ
ど
も
ル
ー
ム
の
持
ち
味
で

す
。

　
大
在
こ
ど
も
ル
ー
ム
は
、大
在
市
民

セ
ン
タ
ー
の
2
階
に
あ
り
ま
す
。南
向

き
で
冬
で
も
暖
か
く
、広
々
と
し
て
い

ま
す
。

　
体
を
使
っ
て
遊
べ
る
コ
ー
ナ
ー
や
読

書
コ
ー
ナ
ー
な
ど
、子
ど
も
の
年
齢
や

好
み
に
応
じ
て
遊
べ
る
よ
う
工
夫
し
て

い
ま
す
。ま
た
、文
字
ブ
ロ
ッ
ク
な
ど

手
作
り
の
お
も
ち
ゃ
も
あ
り
、家
で
ま

ね
し
て
作
る
親
子
も
い
る
そ
う
で
す
。

お問い合わせ　子育て支援課　☎537-5675子育て関連情報は、市子育て支援サイトnaanaで
な　あ　な

検 索大分市 naana

お問い合わせ

子育て支援課　☎537-5675

児童育成クラブ児童
募集 利用しやすくなりました

明治北

高田

川添

松岡

戸次

吉野

判田

東稙田

稙田

賀来

敷戸

鴛野

宗方

横瀬

横瀬西

寒田

田尻

大在

大在西

丹生

小佐井

坂ノ市

こうざき

大志生木

佐賀関

野津原東部

野津原中部

523

523

529

520

597

595

597

542

541

549

569

567

542

541

542

568

542

592

523

593

592

592

576

575

575

588

588

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

5370

1401

2381

2790

6335

1060

1481

2299

4677

2365

1194

4087

5601

7239

0460

0660

5123

2663

5929

4115

8202

0581

1112

0102

2807

1872

1446

クラブ名 電話番号

毎週月～金曜日（祝日を除く）　放課後～午後5時30分
◎土曜日は各クラブによって開設日が異なります。
◎小学校が夏・冬・春休みのときは午前8時30分～午後5時30分
◎午後6時30分まで延長預かりを行っています。
　（負担金として30分につき、1人あたり50円が必要）
※各クラブによって利用時間が異なります。

直接、各クラブへ連絡をしてください。

1人当たり保護者負担金　4,500円（月額）
（おやつ代は別途、各クラブで料金設定）

利用時間

会　　費

申  込  み

地
域
で

子
育
て
を
サ
ポ
ー
ト

　
安
心
し
て
子
育
て
で
き
る
環
境
づ
く
り

と
し
て
、地
域
の
主
任
児
童
委
員
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
が
中
心
と
な
り
、親
子
で
と
も

に
遊
び
、学
び
、相
談
で
き
る
場
を
毎
月
1

回
以
上
開
催
し
て
い
ま
す
。

☆地域コミュニティー応援事業に参加したい人は子育て支援課へご連絡ください。
なお、事業を実施する団体には補助金の交付や実施団体同士の情報交換会の開催、子育て支
援情報の提供などで市が活動をサポートします。対象となる団体など、詳しくは同課へ。
（実施している団体の情報は、大分市子育て支援サイトnaanaでご覧になれます）

金池

長浜

荷揚町

中島

春日町

大道

西の台

南大分

城南

荏隈

豊府

八幡

滝尾

下郡

森岡

東大分

日岡

桃園

津留

舞鶴

住吉

明野西

明野東

明野北

三佐

鶴崎

別保

明治

536

537

536

532

533

545

546

544

546

549

545

532

567

568

568

552

556

556

552

556

537

558

553

556

522

521

523
520

6285

8811

2893

0789

2007

7220

7022

1819

7662

7711

3114

1341

4232

5101

6466

8677

7688

2400

8346

4110

4364

5505

1107

3126

2741

4512

1922

5655

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

クラブ名 電話番号

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
応
援
事
業 市内のこどもルーム

◉対象者
市内の児童
（乳児や幼児など就学前の子どもは、保護者同伴）
◉開所時間
午前9時30分～午後5時
◉休所日
日曜日、祝日、第2・4土曜日、年末年始
※鶴崎こどもルームと稙田こどもルームは
　第2・4土曜日も開所しています。

無料 府内こどもルーム

大分南部こどもルーム

明治明野こどもルーム

原新町こどもルーム

鶴崎こどもルーム

大南こどもルーム

稙田こどもルーム

大在こどもルーム

坂ノ市こどもルーム

佐賀関こどもルーム

☎532

☎567

☎552

☎551

☎527

☎574

☎541

☎574

☎593

☎575

7918

4145

1038

2611

2158

7792

1291

7682

1751

1140

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

荷揚町3番41号

大字曲1113番地

明野北四丁目7番8号

原新町1番31号

東鶴崎一丁目2番3号

大字中戸次5115番地の1

大字玉沢743番地の2

政所一丁目4番3号

坂ノ市南三丁目5番33号

大字佐賀関1407番地の27

豊
府
、判
田
、桃
園
、小
佐
井
、松
岡
、三
佐
、日
岡
、東
稙

田
、大
道
、佐
賀
関
地
区（
大
志
生
木
・
佐
賀
関
・
一
尺

屋
）、宗
方
、東
大
分
、横
瀬
地
区（
横
瀬
・
横
瀬
西
）、鴛

野
、丹
生
、賀
来

季
節
の
行
事
や
リ
ズ
ム
遊
び
、絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、高

齢
者
と
の
交
流
な
ど

未
就
学
児
と
そ
の
保
護
者

※
桃
園
校
区
の
み
小
学
生
も
対
象

対
　
　
象

活
動
内
容

参
加
に
は
事
前
に
登
録
が
必
要
で
す
。

※
定
員
に
達
し
た
場
合
、利
用
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ  

の  

他

実
施
校
区
（
2
月
1
日
現
在
）

お
問
い
合
わ
せ

　  

子
育
て
支
援
課
　
☎
5
3
7
・
5
6
7
5

大
在
こ
ど
も
ル
ー
ム
に

行
っ
て
き
ま
し
た

＊
好
き
な
時
間
に
無
料
で
遊
べ
る
の

で
、利
用
し
や
す
い
で
す
。

＊
一
つ
の
部
屋
で
目
が
行
き
届
く
の
で

安
心
で
す
。

＊
読
み
聞
か
せ
や
誕
生
日
会
な
ど
、行

事
も
た
く
さ
ん
あ
る
の
で
、子
ど
も

も
親
も
楽
し
く
遊
べ
ま
す
。

＊
人
見
知
り
し
が
ち
な
わ
が
子
も
、こ

こ
に
来
る
と
周
り
の
人
と
話
せ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

＊
県
外
か
ら
来
て
、知
り
合
い
が
で
き

る
き
っ
か
け
に
な
り
ま
し
た
。

利
用
者
に

お
聞
き
し
ま
し
た
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大分市の生活情報や防災情報、観光情報などを英語、中国語、韓国語で掲載しています。｠（The｠City｠of｠Oita｠provides｠
useful｠information｠of｠daily｠living,｠disaster｠prevention,｠tourism｠and｠more｠about｠Oita｠City｠in｠English,｠Chinese,
and｠Korean｠on｠a｠website.）  大分市国際交流Webアドレス｠http://oita-kokusai.jp/  問国際化推進室（☎537-5719）

　H25.2.111

国
民
年
金
受
給
者
が

死
亡
し
た
と
き
は
届
け
出
を

　
届
け
出
が
遅
れ
る
と
、
死
亡
日
以

後
も
年
金
が
支
払
わ
れ
、
後
で
返
納

し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
受
給
で
き
る
年
金
を
受
け

取
ら
ず
に
亡
く
な
っ
た
場
合
は
、
そ

の
人
と
生
計
が
同
じ
で
あ
っ
た
遺
族

（
配
偶
者
、子
、父
母
な
ど
の
順
）が
未

支
給
分
の
年
金
を
請
求
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
な
お
、障
害
基
礎
年
金
、遺
族
基
礎

年
金
、
寡
婦
年
金
の
受
給
者
が
死
亡

し
た
場
合
は
、
本
庁
舎
1
階
⑩
番
窓

口
、各
支
所
、明
野
出
張
所
、本
神
崎
・

一
尺
屋
連
絡
所
で
、
老
齢
給
付
に
係

る
年
金
受
給
者
が
死
亡
し
た
場
合
は

大
分
年
金
事
務
所
（
東
津
留
二
丁
目

☎
5
5
2
・
1
2
1
1
）で
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

　
国
民
年
金
室（
☎
5
3
7
・
5
6

1
7
）

長
寿
福
祉
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

（
☎
5
3
7
・
5
7
4
3
）

◎�

介
護
保
険
法
に
基
づ
く
要
介
護

　
認
定
を
受
け
て
い
る
人
へ

　
確
定
申
告
や
市
・
県
民
税
の
申
告

の
際
、
お
む
つ
代
の
医
療
費
控
除
を

受
け
る
に
は
、
毎
年
医
師
が
発
行
し

た
お
む
つ
使
用
証
明
書
が
必
要
で
す

が
、
お
む
つ
代
の
医
療
費
控
除
を
受

け
る
の
が
2
年
目
以
降
の
人
は
、
市

が
発
行
し
た
確
認
書
で
も
医
療
費
控

除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。た
だ
し
、確
認
書

を
発
行
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
長
寿
福
祉
課
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
申
請
に
必
要
な
も
の
　
印
鑑
、
介

護
保
険
被
保
険
者
証

◆
手
数
料
　
3
0
0
円

◎�

市
が
発
行
し
た
認
定
書
で
障
害
者

控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す

　
65
歳
以
上
で
障
害
者
手
帳
を
持
っ

て
い
な
い
人
で
も
、
障
害
者
手
帳
な

ど
の
基
準
に
準
じ
て
、所
得
税
や
市
・

県
民
税
の
障
害
者
控
除
が
受
け
ら
れ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
介
護
保
険
の
認
定
調
査
票
な
ど
を

基
に
、「
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定

書
」を
交
付
し
ま
す
。

◆
申
請
に
必
要
な
も
の
　
印
鑑
、
介

護
保
険
被
保
険
者
証
（
要
介
護
認
定

を
受
け
て
い
る
人
の
み
）

◆
手
数
料
　
3
0
0
円（
た
だ
し
、調

査
が
必
要
な
場
合
は
5
0
0
円
）

ひ
と
り
親
家
庭
の
医
療
費
を

助
成
し
ま
す

　
助
成
の
対
象
者
で
医
療
証
の
交
付

を
受
け
て
い
な
い
人
は
、
交
付
申
請

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。　

◆
対
象
　
①
18
歳
ま
で
の
児
童
を
養

育
し
て
い
る
「
母
子
及
び
寡
婦
福
祉

法
」
に
規
定
す
る
母
子
（
父
子
）
家
庭

の
母
親
、
父
親
　
②
そ
の
母
親
（
父

親
）
に
養
育
さ
れ
て
い
る
18
歳
ま
で

の
児
童
　
③
父
母
の
い
な
い
18
歳
ま

で
の
児
童

※
児
童
が
18
歳
に
達
す
る
日
以
後
の

最
初
の
3
月
31
日
ま
で
で
す
。

※
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

◆
申
請
に
必
要
な
も
の
　
健
康
保
険

証
、戸
籍
謄
本（
全
部
事
項
証
明
書
）、

印
鑑
、指
定
口
座
、転
入
者
は
所
得
証

明
書　

子
育
て
支
援
課
（
本
庁
舎
1
階

☎
5
3
7
・
5
7
9
6
）

介
護
保
険
料
の
納
め
忘
れ
は

あ
り
ま
せ
ん
か（
65
歳
以
上
の
人
）

　
介
護
保
険
料
を
滞
納
の
ま
ま
一
定

の
期
間
が
経
過
す
る
と
、
利
用
者
負

担
が
重
く
な
る
な
ど
の
給
付
制
限
を

受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
生
活
困
窮
な
ど
で
納
付
が
困
難
な

場
合
は
、
分
割
納
付
や
減
免
制
度
な

ど
に
つ
い
て
早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

◆
1
年
以
上
滞
納
し
た
場
合
　
介
護

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
時
に
、
費
用
の
全

額
を
い
っ
た
ん
支
払
っ
て
い
た
だ
き

ま
す（
申
請
に
よ
り
、後
で
費
用
の
9

割
分
の
払
い
戻
し
を
受
け
る
こ
と
に

な
り
ま
す
）。

◆
1
年
6
か
月
以
上
滞
納
し
た
場
合

前
記
の
措
置
に
よ
り
、
後
で
払
い
戻

さ
れ
る
9
割
分
の
給
付
を
一
時
差
し

止
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

◆
2
年
以
上
滞
納
し
た
場
合
　
時
効

に
よ
り
、2
年
経
過
後
の
保
険
料
は

納
付
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
納
付
で

き
な
く
な
っ
た
期
間
に
応
じ
て
、一
定

期
間
、利
用
者
負
担
の
割
合
が
1
割
か

ら
3
割
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
利
用
者
負
担
が
一
定
額
を

超
え
た
場
合
に
、
払
い
戻
し
と
な
る

高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
や
施
設
入
所

者
な
ど
の
居
住
費
・
食
費
の
負
担
を

軽
減
す
る
補
足
給
付
な
ど
が
受
け
ら

れ
な
く
な
り
ま
す
。

　
長
寿
福
祉
課
（
本
庁
舎
1
階
　

☎
5
3
7
・
5
7
4
1
）

善
行
者
を
ご
推
薦
く
だ
さ
い

　
市
で
は
、永
年（
お
お
む
ね
10
年
以

上
）
に
わ
た
り
、
善
意
・
善
行
を
さ
れ

た
団
体
・
個
人
を
市
民
の
皆
さ
ん
か

ら
ご
推
薦
い
た
だ
き
、毎
年
、5
月
に

「
大
分
市
顕
彰
の
日
表
彰
」を
行
っ
て

い
ま
す
。

◆
対
象
　
⒜
永
年
に
わ
た
り
地
域
社

会
の
た
め
奉
仕
活
動（
環
境
美
化
、社

会
福
祉
、青
少
年
健
全
育
成
、自
然
愛

護
、
事
故
防
止
）
を
行
い
、
他
の
模
範

と
認
め
ら
れ
る
団
体
・
個
人
。　
※
た

だ
し
、
次
の
よ
う
な
活
動
は
対
象
と

な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
①
役

職
と
し
て
の
活
動
　
②
個
人
の
趣
味

的
な
活
動
で
社
会
奉
仕
性
の
な
い
も

の
　
③
一
定
の
謝
礼
金
を
も
ら
う
活

動⒝
公
益
の
た
め
私
財
を
寄
付
し
、そ
の

功
績
が
顕
著
と
認
め
ら
れ
る
団
体
・

個
人
。

⒞
災
害
の
未
然
防
止
お
よ
び
適
切
な

行
為
に
よ
り
、
そ
の
被
害
を
最
小
限

に
と
ど
め
た
団
体
・
個
人
。

◆
申
込
み
・

　
市
長
室
ま
た
は
各

支
所
、明
野
出
張
所
、各
地
区
公
民
館

に
備
え
付
け
の
推
薦
用
紙
（
2
月
1

日
㈮
か
ら
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
も
可
）に
記
入
し
、直
接
ま

た
は
郵
送
で
、2
月
28
日
㈭（
必
着
）

ま
で
に
市
長
室（
本
庁
舎
3
階
　
☎
5

3
7
・
5
6
0
0
）へ
。

こ
れ
か
ら
お
墓
を
建
て
よ
う
と

す
る
人
へ

　
寺
院
墓
地
、
霊
園
墓
地
な
ど
の
墓

地
は
「
墓
地
、
埋
葬
等
に
関
す
る
法

律
」
に
基
づ
く
経
営
許
可
を
受
け
て

い
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
こ
れ
か
ら
墓
地
を
求
め
よ
う
と
す

る
人
は
、
ま
ず
許
可
を
受
け
て
い
る

墓
地
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
て
、
使

用
契
約
を
結
び
ま
し
ょ
う
。

　
保
健
所
衛
生
課（
☎
5
3
6
・
2

8
5
4
）

電
子
証
明
書
の
有
効
期
限
が

過
ぎ
て
い
ま
せ
ん
か

　
電
子
証
明
書
と
は
、
国
税
電
子
申

告
・
納
税
シ
ス
テ
ム（
eｰ

T
a
x
）お

よ
び
地
方
税
ポ
ー
タ
ル
シ
ス
テ
ム
を

は
じ
め
と
し
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に

よ
り
、
国
・
県
・
市
な
ど
へ
行
政
手
続

き
を
行
う
際
に
本
人
確
認
を
行
う
た

め
の
手
段
で
す
。有
効
期
限（
発
行
日

か
ら
3
年
間
）
が
過
ぎ
て
い
る
場
合

は
、更
新
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　
た
だ
し
、
有
効
期
限
内
で
あ
っ
て

も
、
転
居
に
よ
る
「
住
所
変
更
」
や
戸

籍
の
届
け
出
に
よ
る「
氏
名
変
更
」を

行
っ
た
場
合
、
電
子
証
明
書
が
失
効

し
ま
す
の
で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
市
民
課（
☎
5
3
7
・
5
7
3
4
）

市役所　本庁舎　〒870-8504　荷揚町2番31号 10H25.2.1　

｢花鳥文蒔絵螺鈿洋櫃｣
16世紀頃

｢源頼朝書状｣
12世紀

　大分市歴史資料館は、郷土の歴史を学ぶ場として
昭和62年に開館しました。
　先史から近代までの遺物などを常設展示するとと
もに、館所蔵の資料を中心に紹介する「テーマ展
示」を開催しています。
　今回のテーマ展示では、館所蔵品の中から厳選し
た大分にゆかりのある資料約20点を「資料館のお
宝」として紹介します。

えりすぐりの所蔵品を展示

資料館のお宝

自
転
車
で
の
市
内
中
心
市
街
地
へ
の
お
出
掛
け
は

駐
輪
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

※中学生以下は市内・市外を問わず無料です。
※団体は20人以上です。
※身体障害者手帳・療育手帳・精神障害者保健
福祉手帳提示者とその介護者は無料です。

大　人／200円（団体150円）
高校生／100円（団体  50円）

2月18日㈪・25日㈪、3月5日㈫・11
日㈪・18日㈪・21日㈭・25日㈪、4月
2日㈫

休 館 日観 覧 料

市内の高校生が自転車マナーの向上
のため、自転車の交通ルールや駐輪
マナーなどについて語り合います。

高校生
自転車マナーアップ
フォーラムin大分大学

2月17日㈰　午前10時～正午

大分大学
旦野原キャンパス第1大講義室

200人（当日先着順）

日　時

場　所

定　員

観覧無料

明野→

←別府

国道10号

北口駅前広場
JR大分駅JR大分駅

南口駅前広場

市中心部の駐輪場位置図

①竹町西駐輪場

②若草公園
　地下駐輪場

③中央町
　地下駐輪場

市役所 大分文化会館

コンパルホール

中央郵便局

⑤府内アクアパーク
　地下駐輪場

④大手公園駐輪場
　（4月1日㈪設置）

⑦大分駅前東仮駐輪場⑨大分駅西仮駐輪場

⑧大分駅北口東側
　歩道仮駐輪場

⑪大分駅南口
　仮駐輪場A

⑩大分駅高架下東駐輪場

⑥大分駅前（朝日生命ビル前）
　仮駐輪場

↑
新
川 国道197号

中
央
通
り

終日利用可
※ただし、②は午前8時30分～午後9時、③は午前6時
～午前0時、⑤は午前8時30分～午後11時までの利
用となります。

泫駐輪場内でも7日間以上駐輪している場合は市条例に基づき撤去します。
なお、自転車などを撤去された場合は、返還の際に保管料（自転車：1,000円、原動
機付自転車〈50cc以下〉:2,000円）が必要となります。

駐輪マナーを守りましょう
◎道路や公園などの公共の場所への放置はやめましょう。
◎駐輪禁止のマークがある場所に駐輪はやめましょう。
◎決められた場所以外の駐輪は、歩行者や緊急車両などの通行の
妨げになります。
◎点字ブロックの上や周辺への駐輪は、視覚障がい者の通行の妨
げになります。

お問い合わせ
都市交通対策課
☎537-5690

お問い合わせ　歴史資料館　☎549-0880

大分市歴史資料館 テーマ展示Ⅳ

展示解説講座
日 時：3月3日㈰　午後2時～
場 所：歴史資料館　講座室
定 員：80人（当日先着順）

無料

2月16日㈯～4月7日㈰
午前9時～午後5時（入館は午後4時30分まで）

利用無料
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Facebook（フェイスブック）で、市政情報などを発信中 　　　　　　　　　　 　　  問広聴広報課（☎537-5713）
市では、新たな情報提供手段として、Facebookにより市政情報をはじめ大分の魅力、旬な話題などを情報発信しています。
ぜひ、「いいね！」を押してください。　　　　　　　　　　　　　　　　大分市公式Facebookページ（http://www.facebook.com/OitaCity）

■2月7日は「北方領土の日」です。　 問総務課（☎537-5602）　
　北方領土問題に対する国民の関心と理解を深め、
北方領土返還運動の一層の推進を図るため、設けられました。

■交通安全スローガン　

「醒めたはず その思い込みに 魔が潜む」
問生活安全推進室（☎537-5997）

さ

イ
ノ
シ
シ
防
護
柵
設
置
費
用
助
成

の
要
望
書
の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す

　
水
稲
な
ど
の
農
林
産
物
の
イ
ノ
シ

シ
被
害
を
防
止
す
る
た
め
、電
気
柵
、

波
板
ト
タ
ン
な
ど
を
設
置
す
る
個
人

や
団
体
に
、
基
準
事
業
費
の
3
分
の

2
以
内
を
助
成
す
る
予
定
で
す
。
助

成
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、
事
前
に
要

望
書
の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
受
付
期
間
　
2
月
1
日
㈮
〜
20
日
㈬

◆
そ
の
他
　
要
望
書
を
提
出
す
る
こ

と
で
必
ず
助
成
が
受
け
ら
れ
る
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。ま
た
、事
前
に
防

護
柵
を
購
入
し
な
い
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

◆
申
込
み
・

　
農
林
水
産
課
ま
た

は
各
支
所
、
明
野
出
張
所
、
本
神
崎
・

一
尺
屋
連
絡
所
に
備
え
付
け
の
用
紙

に
記
入
し
、
直
接
、
農
林
水
産
課
（
本

庁
舎
8
階
　
☎
5
3
7
・
5
7
8
3
）

ま
た
は
各
支
所
、明
野
出
張
所
、本
神

崎
・
一
尺
屋
連
絡
所
へ
。

農
業
委
員
会
事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

（
☎
5
3
7
・
5
6
5
4
）

◎
農
地
利
用
状
況
調
査
に
つ
い
て　

　
24
年
9
月
か
ら
11
月
に
か
け
て
、農

地
の
利
用
状
況
調
査
を
行
い
、非
農
地

と
な
っ
た
土
地
に
つ
い
て
は
、「
非
農

地
通
知
書
」を
土
地
の
所
有
者（
賃
借

人
を
含
む
）に
発
送
し
て
い
ま
す
。通

知
書
は
、法
務
局
の
地
目
変
更
登
記
に

必
要
で
す
。そ
の
土
地
が
土
地
改
良
区

の
受
益
地
の
と
き
は
、決
済
金
が
必
要

な
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、土
地
改
良

市
営
住
宅
な
ど
の
入
居
者

①
市
営
住
宅（
住
宅
課
受
付
分
）

地区

住
宅
名

募集
戸数

備
考

大分
新
川
町
49

上
田
町
52

東
浜
60

下
郡
62

庄
の
原
H7

羽
田
H4
・
H6

中
の
瀬
H10
・
H13

1111123
母
子
世
帯
向

単
身
可

鶴崎・大在・佐賀関
東
浦
H5

下
徳
丸
H7

北
55

浜
H4

秋
ノ
江
第
2

古
宮

111121

稙田･大南
下
芹
40（
住
改
）

国
分
H3

大
園
52
・
55

大
園
55

西
道
条
44（
住
改
）

11221
単
身
可

単
身
可

単
身
可

②
市
営
住
宅（
市
営
住
宅
管
理
セ
ン
タ
ー

　
〈
城
崎
町
一
丁
目
2

-

3　

☎
5
3
3
・
1

　

6
7
4
〉受
付
分
）

地区

住
宅
名

募集
戸数

備
考

大分
大
空
57

東
明
野
H2

畑
中
56
・
H1

223

鶴崎
小
池
原
50

明
治
北
57
・
58
・
59

15
単
身
可

稙田
敷
戸
48
・
49
・
51

寒
田
51

小
原
56
・
58
・
60

734
単
身
可

単
身
可

◆
募
集
期
間
　
2
月
1
日
㈮
〜
7
日
㈭

◆
入
居
者
の
決
定
方
法
　
公
開
抽
せ

ん
　（
①
本
庁
舎
8
階
　
大
会
議
室

2
月
21
日
㈭
　
午
前
9
時
30
分
〜
　

②
ア
ー
ト
プ
ラ
ザ
研
修
室
　
2
月
22

日
㈮
　
午
前
9
時
30
分
〜
）

※
募
集
案
内
を
必
ず
ご
覧
の
う
え
、

区
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
遊
休
農
地
と
判
断
さ
れ
た

土
地
に
つ
い
て
は
、
所
有
者
に
耕
作

再
開
の
指
導
な
ど
を
行
い
ま
す
。

◎
申
請
の
締
め
切
り
日
を
変
更
し
ま
す

　
農
地
の
転
用
や
売
買
、
利
用
権
設

定
な
ど
の
申
請
の
締
め
切
り
日
を
、

3
月
受
付
分
か
ら
毎
月
10
日
（
土
・
日

曜
日
、
祝
日
の
と
き
は
翌
開
庁
日
）
に

変
更
し
ま
す
。

ア
ラ
イ
グ
マ
を
目
撃
し
た
ら
連
絡
を

　
市
内
で
は
、ア
ラ
イ
グ
マ
に
よ
る
農

業
被
害
な
ど
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
市
で
は「
大
分
市
ア
ラ
イ
グ
マ
防
除

実
施
計
画
」を
策
定
し
、防
除
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
ア
ラ
イ
グ
マ
の
目

撃
・
被
害
の
情
報
を
環
境
対
策
課
へ
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　
環
境
対
策
課（
☎
5
3
7
・
5
7

5
8
）

低
炭
素
建
築
物
を
認
定
し
て
い
ま
す

　
市
街
化
区
域
内
に
お
い
て
新
築
な

ど
す
る
建
築
物
で
、
省
エ
ネ
性
能
に

関
す
る
計
画
を
作
成
し
た
建
築
物
を

低
炭
素
建
築
物
に
認
定
し
て
い
ま

す
。
認
定
を
受
け
た
新
築
の
建
築
物

は
所
得
税
控
除
な
ど
の
税
制
優
遇
の

対
象
と
な
り
ま
す
。詳
し
く
は
、お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
開
発
建
築
指
導
課（
☎
5
3
7
・

5
6
3
5
）

生
ご
み
処
理
機
器
購
入
を
助
成
し
ま
す

◆
対
象
　
市
内
に
居
住
し
、
過
去
5

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◎�

特
定
公
共
賃
貸
住
宅

※
事
前
登
録
が
必
要
で
す
。
詳
し
く

は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
住
宅
課（
☎
5
3
7
・
5
9
7
7
）

介
護
認
定
訪
問
調
査
嘱
託
職
員

◆
任
用
期
間
　
4
月
1
日
〜
26
年
3

月
31
日（
更
新
可
）

◆
職
務
内
容
　
要
介
護
認
定
調
査
の

訪
問
な
ど

◆
対
象
　
市
内
に
居
住
し
、
次
の
①

②
の
条
件
を
す
べ
て
満
た
す
人
　
①

正
看
護
師
、
助
産
師
、
保
健
師
、
介
護

支
援
専
門
員
の
い
ず
れ
か
の
資
格
を

有
す
る
　
②
普
通
自
動
車
運
転
免
許

を
所
持
し
て
い
る

◆
定
員
　
若
干
名

◆
選
考
方
法
　
書
類
、面
接

◆
申
込
み
・

　
市
販
の
履
歴
書（
写

真
貼
付
）に
必
要
事
項
を
記
入
し
、①

②
の
免
許
証
の
写
し
を
添
え
て
、直
接

ま
た
は
郵
送
で
、2
月
15
日
㈮（
必
着
）

ま
で
に
長
寿
福
祉
課（
第
2
庁
舎
2

階
　
☎
5
3
7
・
5
7
4
3
）へ
。

母
子
自
立
支
援
員
兼
母
子
寡
婦
福
祉
資
金

貸
付
金
償
還
指
導
員
の
嘱
託
職
員

◆
任
用
期
間
　
4
月
1
日
〜
26
年
3

月
31
日（
更
新
可
）

◆
職
務
内
容
　
母
子
寡
婦
福
祉
資
金

の
貸
付
に
関
す
る
相
談
・
償
還
指
導
、

母
子
・
父
子
・
寡
婦
の
相
談
・
指
導
な
ど

◆
対
象
　
①
②
の
条
件
を
す
べ
て
満

た
す
人
　
①
社
会
福
祉
主
事
の
任
用

資
格
を
有
す
る
か
母
子
自
立
支
援
員

年
度
以
内
に
補
助
金
の
交
付
を
受
け

て
お
ら
ず
、
24
年
度
に
「
コ
ン
ポ
ス

ト
・
ボ
カ
シ
容
器
」の
貸
し
出
し
と
新

規
に「
段
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
」支
給

の
申
請
を
し
て
い
な
い
世
帯

◆
補
助
額
　
本
体
購
入
費
の
2
分
の

1（
上
限
　
電
動
式
生
ご
み
処
理
機
…

2
万
2
、0
0
0
円
　
非
電
動
式
生
ご

み
処
理
機
…
1
万
1
、0
0
0
円
）

　
清
掃
管
理
課（
☎
5
3
7
・
5
6

8
7
）

横
尾
地
区
の
土
地「
保
留
地
」を

販
売
し
ま
す（
先
着
順
）

◆
区
画
数
…
6
区
画

◆
面
積
…
2
2
4
・
8
6
平
方
㍍
〜

5
0
9
・
0
1
平
方
㍍

◆
価
格
…
7
0
0
万
円
台
〜
1
、8

0
0
万
円
台

◆
受
付
場
所
・

　
横
尾
土
地
区
画

整
理
事
務
所
（
大
字
横
尾
2
4
8
3

☎
5
2
0
・
4
3
7
7
）

Ｄ
Ｖ（
配
偶
者
な
ど
か
ら
の

暴
力
）電
話
相
談
の
ご
利
用
を

　
夫
や
恋
人
か
ら
の
暴
力
や
暴
言
に

一
人
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
。
そ
ん

な
と
き
は
、ま
ず
お
電
話
を
。個
人
情

報
は
保
護
さ
れ
ま
す
の
で
、
安
心
し

て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
相
談
日
時
　
●

平
日
…
午
前
8
時

30
分
〜
午
後
6
時
　
中
央
子
ど
も
家

庭
支
援
セ
ン
タ
ー（
☎
5
3
7
・
5
6

6
6
）　
●

土
・
日
曜
日
…
午
前
10
時

〜
午
後
3
時
　
N
P
O
法
人
え
ば

の
会
（
☎
5
3
2
・
1
0
8
0
）  

●
夜

の
経
験
1
年
以
上
　
②
普
通
自
動
車

運
転
免
許
を
所
持
し
て
い
る

◆
定
員
　
1
人

◆
選
考
方
法
　
面
接
　
※
3
月
1
日

㈮  

午
後
1
時
30
分
〜  

市
役
所
議
会

棟
3
階
　
課
長
控
え
室
で
行
い
ま
す
。

◆
申
込
み
・

　
直
接
ま
た
は
郵
送

で
、市
販
の
履
歴
書（
写
真
貼
付
）に
必

要
事
項
を
記
入
し
、社
会
福
祉
主
事
の

資
格
を
証
す
る
も
の
、自
動
車
運
転
免

許
証
の
写
し
を
添
え
て
、2
月
20
日
㈬

（
必
着
）ま
で
に
子
育
て
支
援
課（
本
庁

舎
1
階  

☎
5
3
7
・
5
7
9
6
）へ
。

介
護
保
険
料
収
納
嘱
託
職
員

◆
任
用
期
間
　
4
月
1
日
〜
26
年
3

月
31
日（
更
新
可
）

◆
職
務
内
容
　
保
険
料
徴
収
お
よ
び

納
付
指
導
な
ど

◆
対
象
　
市
内
に
居
住
し
、次
の
①
〜

④
の
条
件
を
満
た
す
35
歳
〜
59
歳（
25

年
4
月
1
日
現
在
）
の
人
　
①
土
・
日

曜
日
、祝
日
、夜
間
も
職
務
が
で
き
る

②
収
納
嘱
託
業
務
を
専
業
に
で
き
る

③
市
税
お
よ
び
公
共
料
金
を
完
納
し

て
い
る
　
④
普
通
自
動
車
運
転
免
許

と
車
両
を
所
有
し
て
い
る

◆
定
員
　
1
人
　

◆
選
考
方
法
　
書
類
、面
接

◆
申
込
み
・

　
長
寿
福
祉
課
に
備

え
付
け
の
応
募
票
（
2
月
1
日
㈮
か

ら
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
も
可
）、
市
販
の
履
歴
書
（
写
真
貼

付
）に
必
要
事
項
を
記
入
し
、直
接
ま

た
は
郵
送
で
、2
月
18
日
㈪
（
必
着
）

ま
で
に
同
課
（
本
庁
舎
1
階
　
☎
5

間
…（
平
日
）午
前
9
時
〜
午
後
9
時

（
土
・
日
曜
日
、祝
日
）午
後
1
時
〜
5

時
、
午
後
6
時
〜
9
時
　
配
偶
者
暴

力
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー（
☎
5
4
4
・

3
9
0
0
）

今
市
小
学
校
を
休
校
と
し
ま
す

　
25
年
度
は
、
入
学
見
込
み
の
児
童

が
い
な
い
た
め
、
24
年
度
に
引
き
続

き
、今
市
小
学
校
を
休
校
と
し
ま
す
。

　
教
育
企
画
課（
☎
5
3
7
・
5
9

0
3
）

小
学
校
の
入
学
通
知
書
の
送
付

　
4
月
に
小
学
校
へ
入
学
す
る
児
童

（
18
年
4
月
2
日
〜
19
年
4
月
1
日

生
ま
れ
）の
保
護
者
の
皆
さ
ん
に
、入

学
通
知
書
を
1
月
下
旬
に
送
付
し
ま

し
た
。届
い
て
い
な
い
人
は
、教
育
企

画
課
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
入
学
ま
で
に
住
所
が
変
わ

る
予
定
の
人
は
、
住
所
変
更
前
と
変

更
後
の
双
方
の
小
学
校
へ
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。

　
教
育
企
画
課（
☎
5
3
7
・
5
9

0
3
）

　
　
集

募

25
年
度「
大
分
市
食
品
衛
生
監
視

指
導
計
画（
案
）」に
つ
い
て
の
意
見

　
保
健
所
で
は
、
食
品
の
安
全
確
保

の
推
進
を
目
的
と
し
た
25
年
度
の

「
大
分
市
食
品
衛
生
監
視
指
導
計
画
」

3
7
・
5
7
4
1
）へ
。

文
化
財
課
嘱
託
職
員

◆
任
用
期
間
　
4
月
1
日
〜
26
年
3

月
31
日（
更
新
可
）

◆
職
務
内
容
　
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調

査
お
よ
び
資
料
整
理
な
ど

◆
対
象
　
パ
ソ
コ
ン
操
作
の
経
験
が

あ
り
①
〜
④
の
条
件
の
い
ず
れ
か
を

満
た
す
人
　
①
考
古
学
を
専
攻
か
こ

れ
と
同
程
度
の
専
門
的
知
識
を
有
し

て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
　
②
発
掘
調

査
報
告
書
作
成
経
験
（
整
理
作
業
に

従
事
を
含
む
）
ま
た
は
発
掘
調
査
の

現
場
担
当
経
験
を
有
す
る
　
③
学
芸

員
資
格
を
有
す
る
か
こ
れ
と
同
程
度

の
専
門
知
識
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ

る
　
④
教
員
免
許
を
有
す
る

◆
定
員
　
若
干
名

◆
選
考
方
法
　
実
技
、筆
記
、面
接
　

※
2
月
17
日
㈰
　
午
後
1
時
〜
5
時

市
役
所
本
庁
舎
8
階
　
8
0
1
会
議

室
で
行
い
ま
す
。

◆
申
込
み
・

　
直
接
ま
た
は
郵
送

で
、
市
販
の
履
歴
書
（
写
真
貼
付
）
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
返
信
用
80
円

切
手
を
添
え
て
、2
月
13
日
㈬（
消
印

有
効
）ま
で
に
文
化
財
課（
第
2
庁
舎

6
階
　
☎
5
3
7
・
5
6
3
9
）へ
。

嘱
託
給
食
調
理
員

◆
任
用
期
間
　
4
月
1
日
〜
26
年
3

月
31
日（
更
新
可
）

◆
勤
務
日
　
給
食
実
施
日

◆
勤
務
時
間
　
午
前
8
時
10
分
〜
午

後
4
時
10
分
（
勤
務
場
所
に
よ
り
異

を
策
定
す
る
た
め
、
市
民
の
皆
さ
ん

の
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

◆
資
料
の
閲
覧
場
所
　
保
健
所
衛
生

課
、
福
祉
保
健
課（
第
2
庁
舎
2
階
）、

情
報
公
開
室（
本
庁
舎
7
階
）、
各
支

所
、明
野
出
張
所
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

2
月
12
日
㈫
か
ら
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

◆
そ
の
他
　
個
々
の
意
見
に
対
す
る

直
接
の
回
答
は
し
ま
せ
ん
。

◆
応
募
方
法
・

　
直
接
ま
た
は
郵

送
、フ
ァ
ク
ス
、E
メ
ー
ル
で
、住
所
、

氏
名
ま
た
は
会
社
名（
団
体
名
）を
記

入
（
様
式
自
由
）
し
、2
月
12
日
㈫
〜

3
月
11
日
㈪（
必
着
）に
保
健
所
衛
生

課（
〒
8
7
0ｰ

8
5
0
6
　
荷
揚
町

6ｰ

1
　
☎
5
3
6
・
2
7
0
4
　

5
3
2
・
3
4
9
0 

eisei3
@
city.

o
ita.o

ita.jp

）へ
。

街
区
公
園
愛
護
会

　
市
で
は「
自
分
た
ち
の
公
園
は
自
分

た
ち
の
手
で
!
」を
基
本
に
、街
区
公

園
愛
護
会
の
結
成
を
勧
め
て
い
ま
す
。

◆
主
な
活
動
　
年
3
回
以
上
の
除
草
、

月
1
回
以
上
の
ご
み
清
掃
、
遊
具
な

ど
の
破
損
箇
所
の
連
絡
、
週
2
回
以

上
の
ト
イ
レ
清
掃
な
ど

◆
愛
護
会
を
結
成
で
き
る
団
体
　
自

治
会
、老
人
会
、子
ど
も
会
な
ど

◆
報
償
費
　
1
平
方
㍍
当
た
り
年
間

28
円
、
ト
イ
レ
清
掃
は
別
途
、
年
間

4
万
2
、0
0
0
円
〜
5
万
4
、0
0

0
円

◆
申
込
み
・

　
希
望
団
体
は
2
月
28

日
㈭
ま
で
に
公
園
管
理
事
務
所（
☎

5
4
3
・
4
2
2
1
）へ
。

な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
）

◆
勤
務
場
所
　
市
内
の
各
小
学
校

◆
職
務
内
容
　
学
校
給
食
の
調
理
、

配
膳
、食
器
洗
浄
な
ど

◆
定
員　

若
干
名

◆
選
考
方
法
　
書
類
、面
接

◆
申
込
み
・

　
直
接
ま
た
は
郵
送

で
、
市
販
の
履
歴
書
（
写
真
貼
付
）
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、2
月
15
日
㈮

（
消
印
有
効
）
ま
で
に
教
育
総
務
課

（
第
2
庁
舎
4
階
　
☎
5
3
7
・
5
7

8
1
）へ
。

ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
嘱
託
職
員

◆
任
用
期
間
　
4
月
1
日
〜
26
年
3

月
31
日（
更
新
可
）

◆
職
務
内
容
　
生
活
保
護
受
給
者
へ

の
助
言
・
指
導
、家
庭
訪
問
な
ど

◆
対
象
　
①
～
③
の
条
件
を
す
べ
て

満
た
す
人
　
①
社
会
福
祉
主
事
の
任

用
資
格
を
有
す
る
（
3
月
31
日
ま
で

に
資
格
取
得
見
込
み
を
含
む
）　
②

生
活
保
護
に
関
す
る
知
識
が
あ
り
生

活
指
導
が
で
き
る
　
③
普
通
自
動
車

運
転
免
許
を
所
持
し
て
い
る

◆
定
員
　
3
人

◆
選
考
方
法
　
書
類
、
面
接
　
※
2

月
20
日
㈬
　
市
役
所
本
庁
舎
8
階
　

8
0
1
会
議
室
で
行
い
ま
す
。

◆
申
込
み
・

　
直
接
ま
た
は
郵
送

で
、市
販
の
履
歴
書（
写
真
貼
付
）に
必

要
事
項
を
記
入
し
、卒
業
証
明
書
、成

績
証
明
書
な
ど
の
写
し
を
添
え
て
、2

月
12
日
㈫（
消
印
有
効
）ま
で
に
生
活

福
祉
課（
第
2
庁
舎
2
階  

☎
5
3
7
・

5
6
2
1
）へ
。

市役所　 本庁舎 　 第2庁舎 　〒870-8504　荷揚町2番31号



大分市の
面積と人口 208,049世帯 世帯数229,643人

501.28㎢
【24年12月末日現在の住民基本台帳人口】

面　積 人　口
男 女

477,665人
248,022人

大分県における最低賃金（※いずれも時間額）…653円　　　　　　　　　　 問大分労働局賃金室（☎536-3215）
■産業別: ●鉄鋼業…788円  ●非鉄金属製造業…782円  ●電子部品・デバイス・電子回路、電気機械器具、情報通信機械器具製造業…713円
●自動車・同附属品製造業、船舶製造・修理業、舶用機関製造業…763円  ●各種商品小売業…691円  ●自動車（新車）小売業…723円
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フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
者

◆
日
時　

3
月
3
日
㈰　

午
前
10
時

〜
午
後
1
時　

※
雨
天
中
止

◆
対
象　

市
内
・
由
布
市
居
住
の
個

人
ま
た
は
グ
ル
ー
プ

◆
出
店
商
品　

日
用
雑
貨
、衣
類
、お

も
ち
ゃ
、
ス
ポ
ー
ツ
用
品
な
ど
で
使

用
可
能
な
物
（
食
品
、
動
植
物
、
危
険

物
な
ど
は
不
可
）

◆
募
集
店
数
と
ス
ペ
ー
ス　

50
店（
多

数
時
は
抽
せ
ん
）、3
㍍
×
3
㍍
程
度

◆
申
込
み
・
場
所
・
　

往
復
は
が
き

に
代
表
者
の
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電

話
番
号
、
参
加
人
数
、
出
店
内
容
（
商

品
の
種
類
と
数
）を
記
入
し
、2
月
15

日
㈮（
必
着
）ま
で
に
大
分
エ
コ
ラ
イ

フ
プ
ラ
ザ
（
〒
8
7
0
‐
1
2
0
5

大
字
福
宗
6
1
8 

☎
5
8
8
・
1
4

1
0
）へ
。

第
4
期　

地
球
温
暖
化
対
策

お
お
い
た
市
民
会
議
委
員

◆
任
期　

4
月
1
日
か
ら
2
年
間

◆
対
象　

市
内
に
1
年
以
上
居
住
す

る
20
歳
以
上
の
人
。た
だ
し
、市
の
付

属
機
関
な
ど
の
委
員
や
地
方
公
共
団

体
の
議
員
、職
員
は
除
く
。　

※
会
議

は
年
4
回
程
度
、平
日
開
催
予
定

◆
定
員　

4
人

◆
選
考
方
法　

書
類
、面
接

◆
申
込
み
・
　

直
接
ま
た
は
郵
送
、

フ
ァ
ク
ス
、
E
メ
ー
ル
で
、
住
所
、
氏

名
、電
話
番
号
、生
年
月
日
、性
別
、職

業
、
環
境
活
動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
な
ど
の
経
験
、応
募
動
機（
4
0
0

24
年
10
月
１
日
以
降
に

国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
人
へ

　

24
年
10
月
1
日
か
ら
12
月
31
日
の

間
に
国
民
年
金
保
険
料
を
初
め
て
納

付
し
た
人
に
、
日
本
年
金
機
構
か
ら

社
会
保
険
料
控
除
証
明
書
を
2
月
上

旬
に
送
付
し
ま
す
。
証
明
書
を
紛
失

し
た
人
や
証
明
書
が
届
か
な
い
人

は
、大
分
年
金
事
務
所（
☎
5
5
2
・
1

2
1
1
）
ま
た
は
控
除
証
明
書
専
用

ダ
イ
ヤ
ル（
☎
0
5
7
0
・
0
7
0
・

1
1
7
）へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

点
訳
・
音
訳
奉
仕
員

養
成
講
習
会
受
講
者
募
集

◆
期
間　

4
月
〜
26
年
3
月　

◆
曜

日　

①
点
訳
講
習
会
…
毎
週
金
曜
日

②
音
訳
講
習
会
…
毎
週
火
曜
日　

◆

時
間  

午
前
10
時
〜
正
午  

◆
定
員

①
…
15
人　

②
…
20
人　

◆
申
込

み
・
場
所
・

　
往
復
は
が
き
に
講
習

会
名
、住
所
、氏
名
、年
齢
、電
話
番
号

字
程
度
）
な
ど
を
記
入
し
た
申
込
書

（
様
式
自
由
）
を
2
月
28
日
㈭
（
消
印

有
効
）ま
で
に
環
境
対
策
課（
本
庁
舎

4
階
　
☎
5
3
7
・
5
7
5
8　

5
3
8
・
3
3
0
2　

kankyo
tai5

@
city.o

ita.o
ita.jp

）へ
。

市
民
活
動
団
体
へ
の
支
援
事
業

（
１
％
応
援
事
業
）説
明
会

◆
日
時　

2
月
14
日
㈭  

午
前
10
時
〜

◆
場
所　

保
健
所
6
階　

大
会
議
室

◆
対
象　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
、N
P

O
法
人
、
ま
ち
づ
く
り
グ
ル
ー
プ
な

ど
の
市
民
活
動
団
体

◆
定
員　

1
0
0
人（
先
着
順
）

※
事
前
申
し
込
み
不
要

　

市
民
協
働
推
進
課（
☎
5
3
7
・

7
2
5
1
）

ハ
ッ
ピ
ー
フ
ァ
ミ
リ
ー
応
援
教
室

①
プ
レ
マ
マ
・
プ
レ
パ
パ
ス
ク
ー
ル

◆
時
間　

午
後
1
時
～
4
時

◆
内
容　

新
生
児
の
育
児
、
妊
婦
体

験
、沐も
く

浴よ
く

実
習
な
ど

◆
対
象　

初
妊
婦
と
そ
の
夫

◆
定
員　

12
組（
先
着
順
）

◆
持
参
品　

母
子
健
康
手
帳

②
親
子
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
教
室

◆
時
間　

午
後
1
時
15
分
～
4
時

◆
内
容　

ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
な
ど

◆
対
象　

生
後
3
〜
5
か
月
児
と
そ

の
父
母

を
記
入
し
、2
月
15
日
㈮（
必
着
）
ま

で
に
県
点
字
図
書
館（
〒
8
7
0ｰ

0

0
4
3　

中
島
東
一
丁
目
2ｰ

28　

☎
5
3
8
・
0
3
9
9
）へ
。

県
立
聾ろ

う

学
校
幼
稚
部
入
学
者
募
集

◆
募
集
期
間　

2
月
4
日
㈪
午
前
9

時
〜
15
日
㈮
午
後
4
時（
土
・
日
曜

日
、
祝
日
を
除
く
）　

◆
対
象　

19
年

4
月
2
日
〜
22
年
4
月
1
日
生
ま
れ

で
、
聴
覚
に
障
が
い
を
有
す
る
人　

◆
入
学
希
望
者
の
面
接　

2
月
下
旬

◆
願
書
請
求
・

　
県
立
聾
学
校（
〒

8
7
0ｰ

0
8
2
3　

東
大
道
二
丁

目
5ｰ

12　

☎
5
4
3
・
2
0
4
7
　

5
4
6
・
2
1
1
1
）へ
。

悩
ま
ず
ど
ん
と
こ
い
労
働
相
談

◆
期
間　

2
月
18
日
㈪
〜
24
日
㈰　

◆
時
間　

●

平
日
…
午
前
9
時
〜
午

後
8
時（
来
所
相
談
の
受
付
は
午
後

6
時
30
分
ま
で
）　

●

土
・
日
曜
日
…

午
前
9
時
〜
午
後
5
時（
来
所
相
談

の
受
付
は
午
後
4
時
ま
で
）　

◆
相

談
内
容　

労
働
問
題
に
か
か
る
ト
ラ

◆
定
員　

15
組（
先
着
順
）

◆
持
参
品　

母
子
健
康
手
帳
、
バ
ス

タ
オ
ル
、ビ
ニ
ー
ル
袋（
45
㍑
）

☆
月
日　

2
月
16
日
㈯

☆
場
所　

稙
田
市
民
行
政
セ
ン
タ
ー

☆
①
・
②
の
教
室
参
加
者
の
交
流
会

も
行
い
ま
す
。

☆
申
込
み　

電
話
で
、2
月
4
日
㈪
〜

13
日
㈬
に
県
助
産
師
会（
☎
5
3
4
・

0
7
5
3
）へ
。

　

子
育
て
支
援
課（
☎
5
3
7
・
5

6
7
5
）

「
飛
び
出
す
カ
ー
ド
を
作
ろ
う
」

◆
日
時　

2
月
11
日
㈪　

午
後
1
時

30
分
～
3
時
30
分

◆
内
容　

飛
び
出
す
バ
レ
ン
タ
イ
ン

カ
ー
ド
作
り

◆
対
象　

小
・
中
学
生（
小
学
2
年
生

以
下
は
保
護
者
同
伴
）

◆
定
員　

20
組（
多
数
時
は
抽
せ
ん
）

◆
参
加
料　

1
人
3
0
0
円（
材
料
費
）

◆
申
込
み
・場
所
・
　

電
話
で
、2
月

7
日
㈭
午
後
6
時
ま
で
に
ア
ー
ト
プ

ラ
ザ（
☎
5
3
8
・
5
0
0
0
）へ
。

女
性
起
業
家
に
聞
く
！
起
業
体
験
談

◆
日
時　

2
月
21
日
㈭　

午
後
6
時

30
分
〜
8
時
30
分

◆
講
師　

橋
田 

素
子
氏（
マ
・
メ
ゾ

ン
代
表
）、
工
藤 

順
一
氏（
日
本
文
理

大
学
准
教
授
）

◆
定
員　

30
人（
先
着
順
）

◆
参
加
料　

10
円（
資
料
代
）

◆
申
込
み
・
場
所
・
　

産
業
活
性
化

プ
ラ
ザ
に
備
え
付
け
の
申
込
書（
2
月

ブ
ル
に
関
す
る
相
談　

◆
そ
の
他　

電
話（
☎
5
3
6
・
3
6
5
0
）
で
も

相
談
で
き
ま
す
。　

◆
場
所
・

　
県

労
働
委
員
会
事
務
局（
県
庁
舎
本
館

7
階　

☎
5
0
6
・
5
2
4
1
）

税
理
士
会
の
無
料
相
談
会

◆
日
時　

2
月
16
日
㈯　

午
前
10
時

〜
午
後
4
時　

◆
場
所　

コ
ン
パ
ル

ホ
ー
ル　

　
南
九
州
税
理
士
会
大

分
支
部（
☎
5
3
2
・
2
9
7
4
）

日
曜
園
芸
教
室

◆
日
時　

2
月
11
日
㈪
、3
月
17
日

㈰
、4
月
7
日
㈰
、5
月
12
日
㈰
、6

月
2
日
㈰
、7
月
14
日
㈰　

午
前
9

時
〜
正
午　

◆
場
所　

大
分
文
化
会

館　

◆
内
容　

朝
顔
・
菊
の
つ
く
り
方

◆
そ
の
他　

テ
キ
ス
ト
代（
有
料
）　

　
市
花か

卉き

同
好
会　

高
森（
☎
5
9

3
・
1
1
7
0
）

1
日
㈮
か
ら
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
も
可
）に
必
要
事
項
を
記

入
し
、フ
ァ
ク
ス
、E
メ
ー
ル
で
、2
月

1
日
㈮
か
ら
同
プ
ラ
ザ（
荷
揚
町
4ｰ

36 

☎
5
3
7
・
8
7
0
1 

5
3
8
・

5
5
1
6 

bz3
5
0
0
2
8
@
bz0
3
.

plala.or.jp

）へ
。

ス
ペ
ー
ス
サ
イ
エ
ン
ス 

カ
フ
ェ

◆
日
時　

2
月
23
日
㈯　

午
後
3
時

〜
4
時
30
分

◆
内
容　

宇
宙
や
科
学
の
話

◆
講
師　

仲
野 

誠
氏
（
大
分
大
学
教

授
）

◆
定
員　

25
人（
先
着
順
）

◆
参
加
料  

大
人
1
、0
0
0
円
、中
学

生
以
下
5
0
0
円（
飲
み
物
代
を
含
む
）

◆
申
込
み
・
場
所
・

　
電
話
で
、2
月

1
日
㈮
〜
22
日
㈮
に
関
崎
海
星
館（
☎

5
7
4
・
0
1
0
0
）へ
。

第
8
回
歴
史
教
室

「
大
友
氏
遺
跡
発
掘
調
査
の
成
果
」

◆
日
時　

2
月
24
日
㈰　

午
前
10
時

〜
正
午

◆
対
象　

中
学
生
以
上

◆
定
員　

20
人（
先
着
順
）

◆
申
込
み
・
場
所
・
　

電
話
で
、2
月

1
日
㈮
〜
23
日
㈯
に
大
友
氏
遺
跡
体

験
学
習
館（
☎
5
4
4
・
5
0
1
1
）へ
。

魚
料
理
教
室
〜
カ
ワ
ハ
ギ
づ
く
し
〜

◆
日
時　

2
月
17
日
㈰　

午
前
9
時

30
分
〜
午
後
1
時

◆
対
象　

グ
ル
ー
プ（
個
人
も
可
）

◆
定
員　

20
人（
多
数
時
は
抽
せ
ん
）

◆
参
加
料　

1
人
1
、0
0
0
円（
材

料
費
）

◆
申
込
み
・
場
所
・

　
往
復
は
が
き

に
団
体
名
、参
加
人
数
、代
表
者
の
住

所
、氏
名
、電
話
番
号
を
記
入
し
、2
月

7
日
㈭（
必
着
）ま
で
に
公
設
地
方
卸

売
市
場
管
理
事
務
所（
〒
8
7
0ｰ

0

0
1
8　

豊
海
三
丁
目
2ｰ

1　

☎

5
3
3
・
3
1
1
3
）へ
。

初
心
者
の
た
め
の

デ
ジ
フ
ォ
ト 

ア
ド
ヴ
ァ
イ
ス

◆
日
時　

3
月
9
日
㈯　

午
後
1
時

30
分
〜
4
時
30
分

◆
内
容　

自
分
で
撮
影
し
た
写
真
に

講
師
か
ら
助
言
な
ど
を
も
ら
う

◆
対
象　

デ
ジ
カ
メ
初
心
者

◆
講
師　

大
崎 

輝
彦
氏
（
県
美
術
協

会
写
真
部
会
長
）

◆
定
員　

20
人（
多
数
時
は
抽
せ
ん
）

◆
準
備
品　

写
真（
Ｌ
サ
イ
ズ
3
枚
）

◆
申
込
み
・
場
所
・

　
往
復
は
が
き

に
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
記
入

し
、2
月
15
日
㈮
（
消
印
有
効
）
ま
で

に
市
美
術
館（
大
字
上
野
8
6
5  

☎

5
5
4
・
5
8
0
0
）へ
。

第
17
回
ふ
れ
あ
い
歴
史
体
験
講
座

◆
日
時　

2
月
16
日
㈯　

午
前
9
時

30
分
〜
、午
後
2
時

◆
内
容　

粘
土
は
に
わ
作
り

◆
定
員　

各
70
人（
先
着
順
）

◆
参
加
料　

2
2
0
円（
材
料
費
）

◆
申
込
み
・
場
所
・

　
電
話
で
、2
月

4
日
㈪
か
ら
歴
史
資
料
館（
☎
5
4
9・

0
8
8
0
）へ
。

歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
へ

▼
大
分
県
職
員
研
修
所
▼
大
分
県
中

部
振
興
局
▼
大
分
県
立
病
院
▼
野
上

ア
ヤ
コ
▼
大
分
県
企
業
局
▼
大
分
ケ

ー
ブ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
㈱
▼
辛
幸
第

一
幸
寿
会
▼
救
世
主
教
三
佐
分
会

▼
大
分
友
の
会
▼
大
分
ヤ
ク
ル
ト
販

売
㈱
大
分
営
業
所

市
へ

▼
佐
藤
曻（
錦
町
）▼
木
下
敬
之
助（
大

道
町
）▼
大
津
啓
資（
王
子
中
町
）▼
波

多
野
義
孝（
荷
揚
町
）▼
赤
坂
初
子（
足

利
市
）▼
小
玉
弘
美（
日
出
町
）▼
佐
藤

邦
夫（
宇
佐
市
）▼
杉
原
淳
子（
に
じ
が

丘
）▼
江
藤
明（
日
出
町
）▼
石
松
幸
子

（
宇
佐
市
）
▼
田
中
香
（
新
川
町
）
▼
江

藤
明
美
（
富
士
見
が
丘
西
）
▼
吉
武
定

幸
（
南
太
平
寺
）
▼
首
藤
洲
宏
（
永
興
）

▼
茶
道
裏
千
家
さ
ざ
ん
か
の
会
▼
緑

が
丘
連
合
自
治
会
▼
松
宗
流
一
門
会

▼
昭
和
電
工
ユ
ニ
オ
ン
大
分
支
部
▼
大

分
中
央
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

社
会
福
祉
協
議
会
へ

篤
志
寄
付

▼
楽
陶
会
▼
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
楽

市
楽
座
・
エ
ー
ワ
ン
萩
原
店
▼
新
川
町

内
会
▼
く
す
の
木
会
▼
宗
教
法
人
真

如
苑

香
典
返
し
寄
付

大
分
地
区
　
▼
三
林
弘
明
（
山
津
町
）

▼
甲
斐
幹
人（
椎
迫
）▼
関
文
和（
下
郡

北
）
▼
田
中
夏
子
（
千
歳
）
▼
諸
冨
徹

（
下
八
幡
）▼
森
﨑
み
よ（
長
浜
町
）

善
意
の
寄
付
が
相
次
い
で
お
り
ま
す
。

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

▼
牧
千
江
子
（
舞
鶴
町
）
▼
阿
部
高
己

（
上
野
丘
）
▼
堤
勝
三
（
萩
原
）
▼
漆
間

久
雄（
青
葉
台
）

鶴
崎
地
区
　
▼
幸
康
弘（
猪
野
）▼
金
山

正
枝（
南
鶴
崎
）

大
在
地
区
　
▼
池
邉
信
子
（
角
子
原
）

▼
森
美
代
子（
横
塚
）▼
姫
野
清
子（
曙

台
）▼
池
田
多
鶴（
横
田
）

坂
ノ
市
地
区
　
▼
広
瀬
誠
一（
佐
野
）

大
南
地
区
　
▼
河
野
幸
子（
下
戸
次
）

▼
首
藤
廣
（
下
戸
次
）
▼
橋
本
ア
キ
子

（
中
判
田
）▼
河
村
幸
子（
中
戸
次
）

▼
三
浦
郁（
杉
原
）

稙
田
地
区
　
▼
市
原
正
嗣（
光
吉
台
）

▼
麻
生
幸
宏（
国
分
）
▼
福
永
信
昭（
松

が
丘
）
▼
北
知
子（
敷
戸
西
町
）
▼
植
木

幸
男（
賀
来
南
）▼
石
谷
ノ
ブ
子（
口
戸
）

▼
後
藤
易
之（
雄
城
台
住
宅
地
）▼
大
橋

洋
子（
上
宗
方
）
▼
藤
木
保
茂（
敷
戸
新

町
）▼
大
濵
隆
生（
富
士
見
が
丘
西
）▼
伊

藤
孝（
賀
来
）▼
柴
田
純
子（
松
が
丘
）

佐
賀
関
地
区
　
▼
辻
生
達
雄
（
佐
賀

関
）▼
髙
山
直
樹（
木
佐
上
）

野
津
原
地
区
　
▼
甲
斐
つ
る
子
（
野
津

原
）▼
河
野
和
好（
野
津
原
）

市
外
　
▼
財
前
和
博（
堺
市
）▼
河
野
浩

二（
船
橋
市
）

以
上
12
月
19
日
受
付
分
ま
で

東
日
本
大
震
災
へ
の
義
援
金

　
市
役
所
第
2
庁
舎
2
階
福
祉
保
健

課
、
各
支
所
、
明
野
出
張
所
に
日
本
赤

十
字
社
の
義
援
金
募
金
箱
を
設
置
し

て
い
ま
す
。

イベント
　　カレンダー

市役所　 本庁舎 　〒870-8504　荷揚町2番31号

2
月

3
日

第62回別府大分毎日マラソン大会
スタート/高崎山・うみたまご前
ゴール/市営陸上競技場
時間/正午〜

大会事務局　☎558-1999

ふぐ雑炊販売　600食限定
時間/午後1時～売り切れまで
場所/市営陸上競技場
価格/1食300円

市観光協会　☎537-5764

8
金

木星と天王星を見よう!
開催日/8日㈮・10日㈰・11日㈪
時間/午後7時～10時

（雨天・曇天時は映像による説明）
参加料/観覧料（大人400円、高校
生200円、中学生以下は無料）
場所・ 関崎海星館 ☎574-0100

第61回高文連 美術・書道・写真
中央展（美術・写真の部）�  
期間/11日㈪まで
時間/午前10時～午後6時、11日
は午後3時まで
場所・ 市美術館  ☎554-5800

9
土

市公設地方卸売市場「市民感謝デー」
時間/午前9時～正午
内容/新鮮な魚介類、水産加工品、
野菜、果物、花などの販売

市公設地方卸売市場
☎533-3113

大分市「家庭の日」講演会�  
演題/北野家の訓

おし

え〜北野家に学
ぶ、家庭の絆〜
時間/午後2時30分〜
講師/北野 大

まさる

氏（明
治大学理工学部教授）
場所/大分文化会館大ホール
※入場整理券が必要です（青少年
課〈第2庁舎4階〉、市役所本庁舎1
階案内所、各支所、明野出張所、各地
区・校区公民館で配布しています）。
※定員に達した場合は、入場をお
断りすることがあります。

青少年課　☎537-5682

不老長寿の星「カノープス」を見よう!
内容/見れば長生きをするといわ
れる、りゅうこつ座のカノープス
を観察
時間・参加料・場所・ は上記8日
と同じ

11
月

アートプラザ60'sホール
バレンタインコンサート�  
時間/午後4時～5時
出演/スズキ・メソード（チェロ）

アートプラザ　☎538-5000

14
木

第61回高文連 美術・書道・写真
中央展（書道の部）�  
期間/17日㈰まで
時間/午前10時～午後6時、17日
は午後3時まで
場所・ 市美術館  ☎554-5800

15
金

一等星めぐりの旅をしよう!
内容/ぎょしゃ座のカペラ、おお
いぬ座のシリウスなどの冬の一
等星を観察
時間・参加料・場所・ は上記8日
と同じ

16
土

木星と天王星を見よう!
期間/17日㈰まで
時間・参加料・場所・ は上記8日
と同じ

2月

3日〜
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。
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大分トリニータ、いよいよJ1での戦いが始まります

　市ホームページは新鮮情報満載です。このコーナ
ーは、市ホームページで市政について市長の日々の
思いをつづる「こんにちは市長室です」の「市長の日
記」からお届けします。「市政の今」を感じてください。

大分市テレビ広報

番組案内

上記の再放送2月9日㈯

※放送時間帯は各局の番組案内をご覧ください。

大分市内のケ－ブルテレビ局でも
放送しています。

※都合により、番組内容は
　変更になることがあります。

毎週土曜日 OBS大分放送
午後5時15分～5時30分

OCT大分ケーブルテレコム
日・月・火・水

OCN大分ケーブルネットワーク
日・月・火・水

STV 佐賀関テレビ
火・水・木

こんにちは
市長室です

vol.
90

2月2日㈯ 市政トピックス

　昨シーズン劇的なJ1復帰を果たした大
分トリニータの新陣容が1月9日に発表さ
れ、いよいよ4シーズンぶりのJ1での戦い
が始まります。昨年の重苦しいシーズン
開幕前と異なり、希望と期待に満ちたこ
の時期を心地よく迎えたことに満足感を
覚えている人も多いと思います。田坂和
昭監督の自信に満ちた記者会見を聞きな
がら、今年もやってくれるものと確信をし
ました。市民を挙げて大分銀行ドームに
足を運んで応援していきましょう。
　また、新加入選手の中に、以前大分トリ
ニータに在籍していた深谷友基選手の名
前がありました。わたしはかねてから彼の
ファンでしたので、大変うれしく、また心
強く感じています。ぜひともかつての雄姿
を再現して、厳しいJ1での戦いに貢献し
てほしいと思います。

　さらに、今年は全国から各チームのサ
ポーターが大分市に数多く訪れることが
見込まれることから、こうした人たちに対
する「おもてなし」についても、市として今
後考えていきたいと思います。そのこと
が大分の観光・経済浮揚につながるよう
皆さんと一緒に取り組んでいきます。

　
大
分
市
が「
豊
後
府
内
」と
呼
ば
れ
た
戦
国
時
代
。

こ
の
地
に
南
蛮
文
化
を
い
ち
早
く
取
り
入
れ
、国
際

文
化
都
市
と
し
て
繁
栄
さ
せ
た「
大
友
宗
麟
公
」を

シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
し
ま
す
。

第10回

宗

お問い合わせ　文化財課　☎537-5639

は
る 

ひ
で

れ
ま
し
た
。

　

病
院
は
入
院
病
棟
を
備
え
、不
治
の
病

の
患
者
な
ど
も
受
け
入
れ
、ミ
ゼ
リ
コ
ル

デ
ィ
ア（
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
で「
慈
悲
」を
意

味
）と
い
わ
れ
る
組
織
の
献
身
的
な
看
護

に
よ
り
支
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。府
内
は

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
発
祥
の
地
で
も
あ
っ
た

の
で
す
。

　

南
蛮
医
ア
ル
メ
イ
ダ
の
名
声
は
全
国

に
広
が
り
、遠
く
京
都
や
大
阪
な
ど
か
ら

も
患
者
が
訪
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
背
景
に
は
、若
き
宗
麟
の
西
洋
医
術

に
対
す
る
強
い
関
心
が
あ
っ
た
か
ら
で

し
ょ
う
。

　

1
5
4
5（
天
文
14
）年
、宗
麟
が
16
歳

の
と
き
、弟
の
晴
英
が
南
蛮
か
ら
伝
来
し

た
鉄
砲
を
試
し
撃
ち
し
た
際
に
、鉄
砲
が

暴
発
し
手
を
け
が
し
て
し
ま
い
ま
す
。そ

の
傷
は
当
時
、府
内（
現
大
分
市
）に
滞
在

し
て
い
た
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
に
よ
っ
て
手

当
て
さ
れ
、宗
麟
は
見
た
こ
と
の
な
い
進

ん
だ
西
洋
医
術
に
大
き
な
驚
き
と
興
味

を
持
っ
た
よ
う
で
す
。そ
れ
は
、後
に
府

内
が
西
洋
式
病
院
発
祥
の
地
と
な
る
こ

と
に
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。

　

1
5
5
5（
弘
治
元
）年
、宗
麟
の
保
護

の
も
と
行
わ
れ
た
キ
リ
ス
ト
教
の
布
教

活
動
に
、ポ
ル
ト
ガ
ル
人
の
ル
イ
ス
・
デ
・

ア
ル
メ
イ
ダ
が
加
わ
り
ま
す
。医
師
で
も

あ
っ
た
ア
ル
メ
イ
ダ
は
、貧
し
さ
か
ら
子

ど
も
を
手
放
す
親
の
姿
に
心
を
痛
め
、宗

麟
の
賛
同
を
得
て
、同
年
、府
内
に
育
児

院
を
建
て
ま
す
。

　

ま
た
、2
年
後
に
は
日
本
初
の
西
洋

式
病
院
が
開
設
さ
れ
、内
科
は
日
本
人

の
修
道
士
、外
科
は
ア
ル
メ
イ
ダ
が
担

当
し
日
本
で
最
初
の
外
科
手
術
も
行
わ

宗
麟
と
南
蛮
医
ア
ル
メ
イ
ダ

西洋医術発祥記念像（遊歩公園）
外科手術を行うアルメイダ（中央）

アルメイダの精神は、1969(昭和44)年4月、
大分市医師会によって設立された｢大分市医
師会立アルメイダ病院｣の病院名によって現
代に顕彰されています。

ⒸOITA.F.C

表紙の
言葉

大分市の冬景色を探し求めて、早朝から市内を巡って4日目。ようやく出会えました、霜が舞い降り
た冬の風景に。場所は吉野地区。きれいに手入れされたツツジに舞い降りた白い霜が、朝日に映えて
輝くほんのわずかな時間を逃さず撮影した一枚です。


